
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３５４１２

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

女性高齢者の認知機能レベルに応じたキルトを用いたプログラム開発

Development of program using quilt according to cognitive function level of 
female elderly

６０５５４２９３研究者番号：

鮎川　昌代（AYUKAWA, Masayo）

広島文化学園大学・看護学部・その他

研究期間：

２５４６３５３６

平成 年 月 日現在２９   ７ ３１

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：手芸を楽しむことが、日常生活の質向上や抑うつ傾向にどのような影響を与えるかを
調べることを目的とした.ベースライン時うつ傾向は主観的健康度と有意に関連していたが、年齢や趣味、疾患
の有無とは有意な関連が認めなかった。介入1年後におけるGDS平均得点（3.35±1.9）は、ベースライン時（5.
12±2.9）より有意に低くなった。うつ傾向のある割合は、ベースライン時の47.7%から1年後は23.1％と24.6％
が減少していた。ベースライン時の主観的健康度別においても、うつ傾向ありの割合は有意に減少した。クリエ
イティブな手芸を用いた介入は、中高年女性のうつ傾向の予防や改善に有効である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study is to investigate how handicrafts influences on QOL improvement 
and depressive tendency.Baseline depressive tendency had significant association with self-rated 
health, but not with age, favorite activity or presence of disease.Average GDS score at 1year later
(3.35±1.9) was significantly down from baseline(5.12±2.9). Depressive tendency proportion reduced 
by 24.6% to 23.1% 1years later from 47.7% at baseline. Significant reduction saw in proportion of 
depressive tendency presence per self-rated health at baseline.Creative handicrafts intervention 
indicates possibility of effectiveness in depressive tendency prevention/improvement in middle-aged.

研究分野： 看護学　認知症　成人・高齢者看護学　

キーワード： 手芸　キルト　中高年　高齢者　うつ　GDS　軽度認知障害：MCI
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１．研究開始当初の背景 
軽 度 認 知 障 害 (mild cognitive 

impairment: MCI)は認知症になりやすい反面、
症状が軽度であれば 31～41％の人が正常の
状態に回復すると言われており、早期の取り
組みが重要である。海外では、2008 年米国ラ
ンドルフ・メイコン大学ケリー.ランバート
博士の『Lifting Depression』では、自分の
手で、意味のある仕事をしているとき、脳は、
ドーパミンおよびセロトニン（幸せな脳内化
学物質）が活気づく」と発表している。キル
トが健康に良いという調査を２００４年前
より行っているミシガン州立大学医学部の
クレア・ルス博士がミシガン州立大学(MSU)
博物館と MSU の医学部(College of Human 
Medicine)との共同で『キルトと健康』につ
いてのプロジェクトを立ち上げ、健康と幸福
に対するキルトの役割についての人文学的、
また科学的な研究や、キルトと健康のデータ
を収集しながら「キルト索引」にまとめるな
ど、研究はすでに進み始めている。また 2011
年英国グラスゴー大学のエミリーL・バート
博士の『キルトと健康の関係性』では、「一
昔前の高齢者のウェルビーイング（身体的・
社会的・精神的に良好な状態）を高めるもの
としては、散歩などのスポーツや園芸・音楽
でしたが、手作業、特に創造性の高いキルト
が公衆衛生に良い」と発表されていた。 
日本でも、認知症の予防対策として、運動

療法、音楽療法、園芸療法、などが効果的で
あることは明らかになっている。一方、キル
トや手芸によっても、認知症の進行が抑えら
れると報告した海外の研究もあるが、日本で
はまだない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、女性高齢者の生活の質向上や介

護予防のために、認知機能レベルに応じたキ
ルト（手芸の技法のひとつ）を取り入れた支
援プログラムを開発し実施する。また、その
支援プログラムによる女性高齢者の巧緻動
作により、認知度・抑うつ・日常生活行動の
自立度・QOL の視点からの有効性を検証する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
３－１．キルトを楽しむことが、日常生活の
質向上や抑うつ傾向に及ぼす影響の検証 
調査対象：日本手芸普及協会会員 180 人 

調査期間：2014 年 4月～8月。 
データ収集方法：自記式質問紙の郵送法。 
協会誌の発送時に本研究に関する説明文と
自記式質問票を同封し、回答を記入した後
FAX で研究者に返信するように依頼した。 
調査内容：対象者の基本属性、第１趣味、キ
ルティングの関連情報・目的、キルティング
で得られる充実感などの効果、抑うつ尺度で
ある GDS（Geriatric Depression Scale）が
含まれた。生活の満足度、キルトを楽しむ目
的やそれから得られる日常生活の質向上へ

の効果を検証した。 
倫理的配慮：本研究計画書を広島文化学園大
学倫理委員会の審査に提出し承認を受けた。
調査は無記名とし、結果は研究目的以外には
利用しないこと等、説明した上で協力の同意
を得て調査を実施。質問紙の返信を以て、調
査への協力が得られたものとした。 
３－２. 支援プログラムモデルの検討 
調査対象：国内のキルター（日本手芸普及

協会の会員）でキルト教室を開催してされて
いるキルト指導者 150 名。 
調査期間：2014 年 4月～8月。 
データ収集方法：自記式質問紙の郵送法。 
調査内容：手芸指導者の基本属性と、教室の
状況（参加者の年齢、継続年数、身体的状況）、
高齢者指導の運営上の困難や悩み、工夫や効
果について自由記載。 
分析方法：回答が得られた 120 人（回収率
80％）そのうち 113 名（有効回答率 94％）を
分析対象とし、記述内容の類似性に沿ってま
とめカテゴリー化した。 
倫理的配慮：A 大学の倫理審査委員会の承認
を得た。調査は無記名とし、結果は研究目的
以 外には利用しないこと等、説明した上で
協力の同意を得て調査を実施。質問紙の返信
を以て、調査への協力が得られたものとした。 
 
３－３.手芸プログラム介入での心理社会変
容の過程の検討 
研究期間：平成 26 年 3月から 27 年 3月 

対象：自宅で暮らされている 65 歳以上の女
性高齢者 80 名 
データ収集：介入前後で、認知度・抑うつ・
日常生活行動の自立度・QOL のアンケート調
査を実施する。 
プログラムの作成：ベースライン調査結果と
海外視察の内容に基づくプログラムを作成。 
プログラムによる介入調査：平成 26 年７月
～平成 27 年 3 月 毎月第 3 土曜日午前・午
後 2時間(４回)/月、実施する。 
データ分析： 
（１）介入前後の、認知度・抑うつ・日常生
活行動の自立度・QOL の得点変化について t
検定用いて調べる。 
（２）介入後の、認知度・抑うつ・日常生活
行動の自立度・QOL を従属変数とし、属性や
その他の交絡要因を調査委して多変量解析
を用いて介入効果を調べる。 
平成 27 年 4 月～28 年 3 月：認知症の治療に
関わっている専門家などに協力を呼びかけ、
プログラムの妥当性や実施可能性について
充分な検討を行う。支援プログラムにおける
技術指導の内容とその教授法を普及のため
学会・雑誌で報告する。 
研究を行う具体的な場所：広島市南区向洋新
町（洋光老人会）、呉市三条通り（ふれあい
広場） 
倫理的配慮：本研究計画書を広島文化学園大
学倫理委員会の審査に提出し承認を受ける。 
２）対象者に対しては文書で説明し、調査へ



の協力を得た。 
 
４．研究成果 
４－１. キルトを楽しむことが、日常生活の
質向上や抑うつ傾向に及ぼす影響の検証
結果 
質問紙が回収できたのは 150 人（回収率：

83.3%）で、そのうち有効回答者は 124 人（有
効回答率：82.6%）であった。対象者の平均
年齢は 60.7 歳（標準偏差：10 歳）で、37.1％
が 65 歳以上の高齢者であった。10 年以上の
キルト経験があるものが 91.1%で、52.4％が
毎日キルトをしており、70％が他のキルトの
教室に所属していた。生活に「満足」または
「まぁ満足」していると回答した割合は
94.4%と高く、日常生活におけるキルト効果
として、「楽しくなる」と回答したのが 84.7%
と最も多く、次いで「友人ができた」（36.3%）、
「ボケ防止になる」（21.8%）であった。GDS
尺度の平均得点は、生活に満足している、主
観的に健康である、友人が多い、経済的にゆ
とりがある、キルト経験年数が 10 年以上、
毎日キルトをする、キルト教室に所属してい
る、作品を完成した時に充実感が得られる、
キルトをすることで生活が楽しくなると回
答した群で有意に高かった。これらの変数を
すべて独立変数として投入した重回帰分析
でも、生活に満足している群と主観的に健康
である群は、GDS 得点が有意に低かった。 
 

Table1. Mean and standard deviation of 
subjective health score by 
characteristics and leisure activities 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table2. Regression coefficient for 
subjective health scores by the engaging 
in handicraft 
 

 
４－２. 支援プログラムモデルの検討結果 
 キルト教室参加者の９割が高齢者でその
半分が後期高齢者、継続平均は 7年、白内障
やリウマチなど慢性疾患の身体症状を持っ
ていた。キルト教室で高齢者への指導につい
ての自由記載をカテゴリー毎に分類した。工
夫は＜作りたいものを作る＞＜褒める＞＜
繰り返し説明＞＜さりげなく手伝う＞＜短
時間で完成できるように下準備＞＜休憩を
とる＞の 6カテゴリー、効果は＜教室を楽し
みにしている＞＜色や形を自分で探索でき
るようになった＞＜集中できるようになっ
た＞＜仲間と一緒に共同できるようになっ
た＞＜作品完成時に充実感が得られるよう
になった＞＜家族と会話が増え嬉しいと話
す＞6 カテゴリーで、高齢者特有のカテゴリ
ーが抽出された。 
 
４－３.介入研究 
ベースライン時と1年後の追跡調査とリン

クできた対象者は 65 名。平均年齢は 70.4 歳
で、約 70％が 65 歳以上の高齢者であった。
約 46％が自分は健康だと答えており、約半分
が少なくとも疾患を１つ持っていると回答
していた。趣味はスポーツが 32.3％と最も多
く、次に散歩が 21.5％、園芸や読書や手芸は
それぞれ 9から 12％であった。ベースライン
時うつ傾向は、主観的健康度と有意に関連し
ていたが、年齢や趣味、疾患の有無とは有意
な関連が認めなかった。介入を始めてから 1
年後における GDS 平均得点（3.35±1.9）は、
ベースライン時（5.12±2.9）より有意に低
くなった。うつ傾向のある割合は、ベースラ
イン時の 47.7%から 1 年後は 23.1％と、
24.6％が減少していた。ベースライン時の主
観的健康度別においても、うつ傾向ありの割
合は有意に減少した。 
 
 
 
 
 
 
 



 
Table1. Characteristics of participants 

 
 
Table1. Mean scores of GDS at baseline and 
after intervention 
* depression  was defined as GDS score≧
5 

 
 
Figure1. Percentage of depression* at 
baseline and after intervention 

 
４－１研究成果のまとめ 
① キルトを楽しむ中高年女性の約 9 割が生

活に満足しており、抑うつ得点が低い結
果が得られた。 

② キルト指導者は、参加者に対する深い理
解と尊重があり、高齢者の認知機能や巧
緻動作の困難さを補完しつつ、身体症状
に合わせ適宜休息を行いながら作品完成
に導いている。 

③ キルト参加者は、色の探索することは気
分を高揚させ、作品完成時に得られる充
実感は高く、他者からの肯定が自尊心を
後押し、能力開発のためのモチベーショ
ンを増加させ、生活が楽しくなり、日常
生活の質向上につながるなどの効果につ
ながった。楽しんで教室へ通いキルトを
仲間と一緒に集団で行うことで強い社会
的ネットワークと強い友情の形成を育み、
友人関係や支え合いを通してレジリエン
スを高める効果がある。高齢者のキルト
を用いたアクティビティケアに、この工
夫を活かすことがよい効果を生むことが
示された。 

④ クリエイティブな手芸を用いた介入は、
中高年女性のうつ傾向の予防や改善に有
効である可能性が示唆された。 
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